
NGO・団体紹介

ケニア共和国　現地NGO 「シロアムの園」

「シロアムの園」代表

公文　和子
北海道大学出身、クリスチャンの小児科医。2000年よ
り海外で過ごし、2002年よりケニア。種々の仕事に関
わった後、2015年「シロアムの園」を創設。

ケニアの障がいのある子ども
たちとの出会い
　私が JICA（国際協力機構）の感染症
対策プロジェクトの専門家としてケニア
に赴任したのは 2002 年。その後、西
ケニアの田舎町で国際 NGO のエイズ・
結核・マラリア感染症対策などの仕事を
4 年間、そして JICA の企画調査員とし
て働く中で感じたことは、国際社会が「重
点課題」としてとらえるのは、データに
おいて改善が必要な分野であること、そ
して、それに向かって「競うように」「支
援」している、ということでした。実際
にそのようなことによって、ケニアにお
いてもエイズ対策、母子保健など様々な
ことが大きく改善していくのを見ること
ができました。そのように MDGs（ミ
レニアム開発目標）時代を通して、感染
率・死亡率などの指標をできるだけ改善
していくことに携わってきましたが、
2010 年、小さなクリニックで働き始め、
患者さんの診療に携わっていく中で、特
に障がい児との出会いを通して、データ
に表れない大切なこともあることを感じ
ました。
　新生児・乳児・5 歳未満の死亡率が様
々な努力によって低下しても、その陰に
はいまだに施設設備・人材などが整わな
いために出生時に低酸素脳症になり、ま
たスクリーニングシステムがないことや
適切な処置ができないために核黄疸を発
症して脳性麻痺になる子どもたちがたく
さんいます。その子どもたちの多くは必
要な医療やリハビリを受けることができ

ず、社会保障や福祉で支えられることも
殆どなく、貧困へとつながります。地域
内では差別偏見の対象となり、精神的に
抑圧され、家庭崩壊を起こすことも珍し
くありません。発達障害の子どもたちも、
適切な教育を受けることは殆どありませ
ん。その結果、多くの子どもたちやご家
族が家の中に閉じこめられ、生きること
の意味を見つけることができないでいま
す。
そのような子どもたちやご家族の必要が
少しでも満たされ、笑顔で生きることが
できたら…そんな思いの中で、「シロア
ムの園」は創設されました。SDGs（持
続可能な開発目標）が始まった 2015
年のことです。

　シロアムの園はケニアの現地 NGO で、
2015 年より障がい児の療育事業を首都
ナイロビ郊外で行っています。私たちが
目指すのは障がいの有無に関わらず、ケ
ニアで暮らす全ての人たちが、与えられ
たいのちを喜び、社会に参加できるよう
になることです。そのために次のことを
行います。
　a) 年齢、性別、民族、階級などに関
わらず、障がいがあり特別な支えを必要
とする人々に神様が与えた賜物（才能）
を見出し、育み、力強く生きていけるよ
う支援をします。
　b) ケニアの社会が、障がいがあり特
別の支えを必要とする人々やその家族の
ニーズに応じられるようになるために、
それぞれの声を代弁したり、周囲の繋が

りを拡げたりすることを通じて啓発活動
を行ないます。
　このようなビジョン・ミッションの基
に 2020―2024 年の 5 か年戦略計画で
は下記のような 4 本柱で活動を行って
います。
1. 施設サービスの提供
　「療育」「障がい児ケア」という概念す
ら理解されない社会において、リハビリ
や特別支援教育の専門スタッフがそれま
で受けてきた教育も非常に古いため、人
材育成を行いながら、子どもたち一人ひ
とりに必要な質の高い医療・リハビリ・
教育・心理サポートなどを提供するよう
努めています。また、ご家族に対しても
社会的・心理的支援をおこなっています。
2. 地域（コミュニティ）
　地域が「障がい」を理解し、住みやす
い社会になるよう、地域内の専門家の能
力開発も含め働きかけていきます。（コ
ロナ禍で現在行っていません）
3. 力づけ（エンパワメント）
　差別・偏見や様々な問題の中で精神的
抑圧や限られた社会参加（学校や医療へ
のアクセスも殆どない）、経済的問題を
抱える子どもたちやご家族の自己肯定感
向上につながるよう、精神的サポートや
ご家族の収入向上活動、地域の学校や医
療施設への働きかけなどを行っています。
将来的には職業訓練などに発展させる計
画もあります。
4. 持続発展性と唱道（アドボカシー）
　私たちの活動が社会の中で認識され、
政策や社会の仕組みの改善につながるよ
う、働きかけます。

シロアムの園とは
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❶脳性麻痺の子どもと関わる著者　❷グループ療法　❸コミュニティーウォーク　❹作業療法
❺集合写真（出典：❶フォトグラファー 千葉康由 氏　❷～❺シロアムの園）

　2021 年 7 月現在、登録延べ人数 98 名、
定期的通園児 47 名（年齢 1-15 歳）、登
録待機児 61 名、障がいも脳性麻痺、発
達障がい、先天性奇形など多岐にわたり、
様々な子どもたちやご家族が通園してい
ます。

　シロアムの園は現在、いつ追い出され
るかわからない借家を利用して活動を行
っていますが、2019 年に新拠点となる
土地を購入し、現在、2022 年 6 月まで
の移転を目指して、建築のためのファン
ドレイジング実施中です。新拠点では、
現在の活動の質的・量的改善を行ってい
くのみならず、地域に根差して活動を行

い、この拠点から全国に発信していける
ことを目指しています。
　MDGs 時代に様々な指標を改善し、
近年高度経済成長を遂げているケニアで
すが、環境問題が進み、地域の助け合い
など、これまでの素晴らしい文化が失わ
れつつある側面もあります。そのような
中で、生産性や効率性のみが重視される
のではなく、本来人間が大切にするべき
一人ひとりの命の質に向き合っていく社
会を目指すことが SDGs だと思います。
このような中で「誰一人取り残さない」
の「誰一人」として障がい児・者を考え
ることにより、温かく優しい社会を作っ
ていくことができると考えています。
　シロアムの園はこれからも「一人ひと
り」を大切にしていきながら、この「一
人ひとり」と共に歩みつつ、この「一人

ひとり」が大切にされるケニアの社会を
作っていくことに貢献していくことを目
指します。

SDGs 時代に、そしてアフ
リカの高度経済成長期に

『共生社会』を目指して

❶

❷

❸

❹

❺

団体情報
http://www.thegardenofsiloam.org/
h t t p s : / / w w w . f a c e b o o k . c o m /
thegardenofsiloam.org.jp

クラウドファンディング情報
（2021 年 7 月 23 日～ 11 月 19 日）
https://friendsofsiloam.net/events/

団体情報 クラウドファンディング情報
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